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１．はじめに

新規供用箇所の冬期道路管理は、それまでの経験の蓄積がないため路面凍結が発生しやすい箇所などにつ

いての知識がない。そこで日高自動車道では、供用開始前にサーマルマッピングを実施し路面凍結要注意箇

所を抽出した。サーマルマッピングは、路面凍結の発生と密接な関係にあると考えられる路面温度を線的に

測定し、対象路線における路面凍結危険箇所を調査するものである。本報告は、日高自動車道におけるサー

マルマッピング調査の結果と抽出された路面凍結危険箇所について報告するものである。

２．サーマル・マッピング

サーマルマッピングは路面温度を測る放射

温度計、気温計、ＧＰＳセンサーなどを搭載

した移動気象観測車を用いて連続的に路面温

度を測定することによって実施され、路線延

長上の相対値としての温度分布を求めるもの

である。ここでは高規格幹線道路日高自動車

道で供用開始前に実施したサーマルマッピン

グ調査について報告する。

３．調査結果

ここでは最も路線の路面温度出現特性が顕

著に現れた、放射冷却の影響を受ける日没前後 図－１ 日高自動車道位置図

の調査結果について報告する（図－２ 。）

図－２ 放射冷却の影響を顕著に受ける条件下におけるサーマルマッピングの結果
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調査の結果、日高自動車道における路面凍結

の要注意箇所として、以下の３種類の地点を抽

出した。

①近傍の気象観測機器設置箇所よりも温度が低

い箇所（図－３）

②気象観測機器設置箇所と温度変化の傾向が異

なっている箇所（図－４）

③路面温度の急激な変化があり路面状態が不連

（ ）続になる箇所 例えば橋梁と土工部の境界付近

また特筆すべき事項として、調査時の平均気

温がプラス０．６℃であったにも係わらず路線

全体平均温度が－１．７℃で気温よりもかなり

低くなっていること、さらに最も路面温度の低 図－３ 近傍の気象観測機器よりも路面温度が低い例

い橋梁では－１１．２℃となり気温との温度差

が約１２℃もあることが明らかとなった。この

ことは放射冷却現象が発生する条件では、始め

に路面温度が低下し、それに引き続いて気温が

低下することを示している。

４．あとがき

今回の報告は、北海道開発局で初めて管理す

る高規格道路である日高自動車道の冬期路面管

理について、供用開始前に実施したサーマル・

マッピングの結果と供用後の実状を比較した。

その結果サーマルマッピングの結果道路の構造 図－４ 近傍の気象観測機器と

を組み合わせて検討することにより、路面凍結 路面温度の傾向が異なっている例

の危険度が高い箇所を抽出することができると

考えられる。

苫東道路ではこれらの結果を冬期における道路パトロール時の重点箇所として特に注意すると共に、気象

観測機器での測定温度との差を考えて凍結防止剤散布を実施している。

今後は気象観測機器やＣＣＴＶカメラの設置位置決定についてもサーマルマッピングの結果を参照して、

最も路面凍結の危険度が高い箇所に設置することなどサーマルマッピングの結果をさらに有効利用する必要

がある。
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